
医療法人明和会 亀田病院 協力：一般社団法人横浜音楽文化協会 

第 105 回院内コンサート 
 

 

 

日時 ： 2024年 7月 20日（土）13時 30分～ 

場所 ： 亀田病院 新館待合ホール 
 

♫ ♬♪ 演奏者プロフィール 

       わたなべ  みわこ 

サクソフォン : 渡辺 美輪子さん 
 

 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

いそべ   ふみこ 

ピアノ : 礒部 章子さん 

 
 

 

 

 

 

 

 

昭和音楽大学短期大学部、及び同専攻科を特待生として

優等賞、学長賞を受賞し修了。母校音楽大学にて講師を

務め、フリーサクソフォン奏者としてオーケストラエキスト

ラ、吹奏楽、室内楽、独奏でコンサートや TV、ラジオ、録音

等、国内外で演奏活動を展開。ワールドサクソフォンコング

レスでは、イタリア、フランス、クロアチア開催に出演。近年

は吹奏楽部活指導、音楽団体の指揮、指導、共演、編曲を

行う他、コンクール等の審査員や講習会講師、CD やアン

サンブル楽譜リリース、YouTube 演奏配信等多方面に亘り

活動する。「アンサンブル・オットヴォーチ」メンバー、栃木

市アーティストアーカイブスアーティスト、一般社団法人日

本サクソフォーン協会運営委員、一般社団法人横浜音楽

文化協会、横浜市市民広間演奏会各会員。 

桐朋学園大学音楽学部演奏学科ピアノ専攻卒業。 

フェリス女学院大学大学院にて修士号取得。パリ・エコール・ノル

マル音楽院にて最高課程ディプロム、コンサーティストディプロム

取得。 

UFAM 国際音楽コンクールデュオ部門満場一致にて第１位名誉

賞、C.ボンヌトン国際ピアノコンクールヴィスメール賞、ノルマンディ

国際音楽フォーラム現代音楽賞受賞。コルマール国際音楽祭等

に出演。2008年東京オペラシティにてデビューリサイタル開催。 

現在、ソロ、室内楽、伴奏など精力的に演奏活動を行うと共に後

進の指導にあたる。 

桐朋学園大学附属子供のための音楽教室講師、昭和音楽大学附

属音楽教室講師、鎌倉音楽クラブ(鎌倉音楽家協会)、横浜市民広

間演奏会、一般社団法人横浜音楽文化協会、各会員。 

 



医療法人明和会 亀田病院 協力：一般社団法人横浜音楽文化協会 

★プログラム★ 

 
ジュ トゥ ヴ   E.サティ作曲 
 

フランスの作曲家、エリック・サティ(1866-1925)が作曲したシャンソン。 

当時、パリにはキャバレーやダンスホール、そしてカフェ・コンセールと呼ばれる音楽などのショーを楽しめ

る飲食店が軒を連ねていました。サティは生計を立てるためにそこで演奏し、またカフェで演奏するために

作曲した作品の一つ。「おまえが欲しい」「あなたが好き」などと訳され親しまれています。 
 

「物語」より   J.イベール作曲 
 

J.イベール(1890～1962)はフランス生まれ。鋭い感覚、豊かな想像力やユーモアを持ち、知性に溢れた作

曲家。「物語」はイベール自身が旅で訪れた国や街の印象、その地で見たものや聞いた昔話を 10 曲の小

品にしました。 

   

第１曲 金の亀使いの女…メランコリックな雰囲気。中近東で金の亀を見かけたのでしょうか。 

第２曲 小さなろば…スペインが舞台。ろばのひづめの音を思わせる 16 分音符のスタッカートが終始一貫

して続く。 

第６曲 見捨てられた宮殿…丘の上に崩れかかった石造りの城。風と時間だけが淡々と過ぎる。 

第７曲 テーブルの下で…カフェで食事をする男女をコミカルに表現されている。 
 

 

水の戯れ （ピアノソロ）      M.ラヴェル作曲 
 

フランスの作曲家M.ラヴェル(1875-1937)が 1901年に作曲したもので、パリ音楽院の作曲の師匠であるフ

ォーレに献呈された。リストの「エステ荘の噴水」に影響を受けて書かれたといわれているが、この作品か

らラヴェル独自の作風が確立されていく。楽譜の冒頭にはアンリ・ド・レニエの詩から引用した「水にくすぐら

れて微笑む河の神…」という一文が添えられている。 

 

アイ・ガット・リズム 
サマータイム      G.ガーシュイン作曲 
 

G.ガーシュイン(1898‐1937)はジャズとクラシックの橋渡しをしたアメリカの作曲家。《ラプソディ・イン・ブル

ー》《パリのアメリカ人》他、多くの名曲があります。「アイ・ガット・リズム」は、ミュージカル『ガール・クレイジ

ー』の中の１曲。歌詞はとてもハッピーで「私にはリズムがある音楽がある 愛する人がいる 他に何が必要

だって言うの？」と歌う。「サマータイム」は、オペラ『ポーギーとベス』のために作曲したアリア。生まれたば

かりの赤ん坊に歌いかけるブルース調の子守唄。 

 

EARTH        村松崇継作曲 
 

この曲は、一人のフルート奏者が世界中を旅しているイメージです。 

そしてそのフルート奏者は、旅をしている中で、大切なことに気付きます。そして自ら奏で、その音色でその

メロディーで今、危機にある Earthを救おうとするのです。（作曲家自身の Blogより） 

 
お願い：許可のない動画・写真の撮影はご遠慮ください。 

なお、感染症拡大の際にはコンサートが中止となる場合もございます。 

次回、第 106回院内コンサートは 2024年 8月 17日（土）13時 30 分～ 


